
音声言語生活{!Lj託ける

「場面」の検討

}手; 新名主健一

話しととばの怠!床化は「場面Ji疋沿いてのみ可能であるの話しととばの意味のνベノレは話しこと

ばゆえの特性を捨象した文脈比よる意味と「場TI4iJ(![よる意味K分けられるが、実際の音声言語活

動は仁場面J(![よゐ意味把握陀よってなされている。教育活動が音声言語をその主たゐ媒介手段として

いることは明らかであるのしたがって、音声言語生活になける は音声言語教育のあD方を

採る上で避けることのでき左い問題児左るの

I~揚j あるいは「場面J VCついては、国語国文学界では昭和 20年代托主要なテーマ托なっているカL

最近では、言諸学の領野liC沿いて再検討の作業が左されていることが内外の文献陀よって把握され

る。

本論は「場面J((Cついての先行研究を検討し、ぞれを con七ex七概念を用いて説明を試みようと

するものであp、さら氏、具体的な音声言語行動について考察を加えながら、音声言語教育への示

唆を待んとするものである()

I 先行研究

なける「場J. I場面」の先行研究について、大石初太郎氏ttI場面あるいは場

の考え方K沿いては、前記く注・・・時枝・永野・小林氏の説をさすの〉の諸説は、あるいは言語観

の相違K根ざし、あるいは事実の把握のi福の相違にもとづいて、必ずしも一致しないの J ([J言語

発表K沿ける ~;13手~ . r話しことば論J.向丘;・秀英出版・所収〉と述べてなられ、具論は左レ""0

だが、諸説の検討・をすることは、論述の立場を明確にする上で必安在

の接しえた文献の検討を試みること托する。

る。そこで、わたーし

u寺枝博士は、 f我々の言語的表場行為v-l、常κ何等かの;場面J(![於いて行為されるものと考え左〈

ては7ならない。言語托於ける最も具体的方:場面は聴手であって、我々は聴手K対して、常児何等ーか

の主体的感情、例えば気安いl惑じ、 l泣まといl誌じ、軽べつしたい感じ等を以て相対し、主!1.87コ場面的夫Wて言語

のであるの一階く引用者>一 伴って始めて成立するものであ

って主体を離れて雷語の場面を考えることが出来ないと何時氏、場面が言語{fCとって、不可欠のも

のであることは、言語が常VC~え々のイ可等かの意識状態の下氏表現せられるものであること児よって

も明かであるの場面の存在ということは、いはば我々が生きているということに外ならないのであ

るo J (1国語学原論j岩波書:庖・ (5 I用者〉注・・・ iEI字体は新字体Kアt:b、したの〉この時枝博士

の;場面についてのJiJ併を大石氏は、 「時枝氏は、言語の成立条件として、主体・場面・素材の三要

素をあげ、:嶋田とは、容体的世界K属する事物情景と、との客体的世界K対する主体の志向作用と
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の融合したものであるとし、〈以下、略・鋳点引用者>J
把握してなられるのまた永野賢氏は[言葉の使い分け児{議する

しととば論J)と、端的托

( 1-1国語と国文学J!:li324 

5月号所i反論文) vてないて、 「言語のrdJ謡ほ如 a内在る間訟であっても、常(1(ζ、人間;均行為の糠K沿

って考察すべきであるの J (同之さ P.53) との立均陀たち、例をあげて、

接条件は、表現主体の主観的心理的濠境でるるの更[モ;与えば¥環境を

|髭

主観的在世界として

の心理状態、であるという事Kなるわけであるの J (ドJlnp.5 8) とし、 F従って、私が本論K於て

論じたよう;主総手や環境は従来の学説の中では時枝博士の「場面」の概念K取も近wとwうとと (r，仁

左るの J 書 P.59) と結んでいゐのとの永野氏の党解を高椅太郎氏ttu 込町Jと「勾JJJ(国

語国文 第 25巻 昂 9号一 265号一・所i反論文) (モむいて要約し、更{だそれを j昆 I~討させて

面jの概念を次のように分化させているの

(1) I客観的立場Kなける場面J r-主観的立場[疋なけるj議unJというのは長いので、一時く引用

者>一 前者を「場面j、後者を「場Jと名づける。

(2) 言語体系l疋組み入れられるものは「場」であフて「場部」ではないの

(3) r場JをとらえるためKは研究法上「場面jの追求を必要とする()

(4) 言語体系Kは「場j し刀斗存在し左いが、 「場面Jと「場jとが共存する体系もるる。

P.53"'-'P.54) 

そして、 [場面とは、場を構成する土台となる客観的(地理的・物理的・身分的〉状況J (ri1J将 P

5 5) と定位されている。

以上の諸氏の見解を通して、 Ij~話 J ehるいは「場面jの概念のお、なよその把握はでき J:うn

わたしはこの稔陀ないで、高橋氏のように「場J. r場面iJを分化させないで、時枝氏の主答の

融合したもの(11ζ近い概念を「場面」として想定すゐ ζ とにしたいの

II CONTEXT 

COn七eXL;は一般的(!cI文脈jと訳されているが、 「文脈Jという語に普通、内包されるイメー

ジでは把握でき左い con'Cex七概念が認められ、そのとと して、 「文脈Jiコンテクスト J

の二認を使い分けている人も多いのある言語文化問のある語が仙の言語文化閣の話にそっく D変換

できないことは、翻訳論上周知のことであ D、この con七ex七在る語もその概念が日本語によって

持築される世界氏は存在し:をく、 「文脈」の訳語で把握しえなV':¥概念、をも象徴し、かと言って訳語

を新た托造語してなさま Dのフ〈ょう在容易なものではないの contex七の何たるかの究明は英語

学・意味論・翻訳論上の問題であるので、こ ζでは、わたしの接しえた文献で、 r を con-

texiじで説明しようとする試みK必要在概念を探Dたいの

i南部匠一氏は「コンテクストと語義J (r信州大学文理学部紀安第 1部第 15巻j昭 40、所収

論文) ~尽ないて、 Harris.Hiユユ 'Hockett.Chornsky.Gユθason等のコンテクスト把握を分析し

た上で、その諸説を総合し、コンテクストの形態を次のように定位されているの

a. 狭義の内言語コンテクスト:被規定菜の直前、あるいは直後民存在する規定素(発話、ある
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いは、テクストの一部〉

b. 広裁の内言語コンテクスト:被規定素を含む規定素全体(発話、あるいは、テタストの構造

全体〉

c .外言語コンテクスト:被規定素をとクまく環境、すたわち、その言行為代参加する入院をも

含めた話ーしの場cf11n

また、出lJ)11泉二郎氏は とコンテクスト J (1英語教育J1 3巻・ 9号.r沼40'所

収論文) VC~.いて、 f一つの語はいろいろ左意味をもっ。そのいろいろの意味のうち、どの意味が

ある文で用いられているかを私たちK明らか比するものの一つ{昔、その語が用いられている文の前

後関係ーその語が用いられる構造の枠 (verbaエcontext) であるの一路<引用者>ー ある語

の意味を規制するいま一つのものは、その語が発せられゐ場面一外界の場面 (physicaユ COn一

七8X七〉でるゐ。 Jとされている。つま D、言行為(発誌、テクストを含むj を念頭にないて、語の

意味は、 verbaユ contex七'physical con七ex七のからみ合いによって規制されるとするので

ある。すゐと、 「文脈J. Iコンテクスト Jの使い分けは、同部氏・細川氏の見解K従うと、

「文j派J...内言語コンテクスト.verbaユ con tex七

[コンテクスト J..・外言語コンテクスト. physicaユ context

の弁月IJによるものと推察できょうの二氏の見解を背景として、 G. Thorn七0むの rLanguage ， 

Experience and SchooユJVC出てくる con-cex七の諾の使用例を見ること托よって、con七ex七

概念、を把握してみようの

(前述書の中での con七ex七の使用例は次のとなDであるの〉

context of the schooユ《向上蓄・ (以下略) p. 1 0 ・4乙14 ~・ con -c θ口 of his ovm 

clas8room (P.11、1--3) ・七he context for ユearning 8he had pユaced in (J?1 1、_E-3'U

expe工土entiaユ and iniヒerpersonaユ con七exじ(P.13、乙12) ・七he con七ext 土n wh工ch

七he uupi工 succeeds or faiユs(p. J 5、1.8) ・七he coniじex七 in which 工1: Occurs (P. 

25、乙24) . a contex七 which has made i七 p08Sユbエe(P.25、1.36) ・七he immedia七e

contexじ(P・27、1.25). the schooユ context 9、乙~ . a succession of co凶 ex七

(P.50、.t37) ・じhe specific contex七・ 1じhe 口 nd of con-じe五七 (P.52、.t6) ・the e丘一

ucatj.onaユ con七ext(P.55、.t44) . examlJユes of a ユarge number of h工ghユy con.，-

text 日 specific uses of エangu2ige(P.65、乙19) ・the con七ext of an a七七empt

じo make meaning (P.65、1.44) . In wha-七 contex七 other than aむ exercise in 

an Engユish course-book would七heyappθar"l (p. 6 7、乙17) . conじext of sエtua-

じion(P.68、.t6)

大部分が、岡部氏の定位の CIにはいるものと把握でき、みる13寺笠的1}1.¥、がDの世界の要素問の結合

をi指示するひとつの付南条件こを con七ex七J蹴念は表わしていると把握される。すなわち、文法的

contextが被規定素を規定するように働く作用全体をJ旨し、ある訟を発話あるいは文の中で位置

づけるという作用を coniじext概念が表わナものとすると、そのととは、」二例で示されたように、
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通例「文脈J とよ(ぜれるある条件任規定されうる時i詩的継:起(!(もつ立が夕、時笠l~f9&て切 p敢られた

世界にも適用されよう O したがって、 contex七を前記の如く把握する立らは\人 'i~:万象のあらゆ

る面VCcontextが存するのであ D、人間行動に的をしぼゐならば、それぞれが context を背負

って生きているとも言えるのであ夕、同様Kそのことは、また文化・社会・国家(1;ζついても蓄えよ

うO との論では con七ext概念、を前述のよう左広い意味で把握して i訂jをとらえようとするの

である。

直 CONTEXTVCよる場面の定位

文化・社会・国家・昆族・年代等には他とは異なるある共通のバ夕日ンが見られることはj認知の

ことであるのある文化i閣の中での文化的なことは異なる文化闘の中では全く意味を生さな Wばか D

でなく、正反対の意味を持ヲことがあるのは、日常、経験することであ D、Jとのことは、また、社

会・国家等代ヲいても言えるのそのような背景のもとで言語行動はなされ、音声言活生活(f(かける

コミユニクーシヨン活動[ぺこないても、重要左前提となるn具体的音声言語行動を:考えてみると、持

話、受話には言語行動者のパーソナりテイ (persona工ity)が深く関与していることが認められ

そのために「ことばはその人でbるoJとか言った見方もあながち否定はできないのである。さら

に、コミユニクーシヨンが行なわれる際の表現形態、受容j1出態にはぞれぞれ表説怠t2j.解釈窓i羽が

あp、そのことによって、いわゆることばの魔術も生まれるのでbる。それは音声雪崩生活場面に

なける言語行動の主体問の人間関係とも切D離されないものであるの人間関係がことは、の具体的意

味化作用氏名、ける決定的在役割を演じると言っても言いすぎではないのすなわち、ロジック関係に

ある人速にとっては、ことばの COllllOiじationを排除しJ:うとすゐ意識が強いし、ニュアンス関係

(1[ ある人達にとっては発話者の表域内容・意I~は断片的なことばによっても理解されうゐのであるコ

それは、どのよう;~1: r場面JIrL自己が位置しているか托 J:フてがとまってくるのであるの 端的な例をあげ

るならば、法廷ではロジック以外の何物もことを進めえないし、ふつうの家淀Uとな:する会話は片 iぎ

でもその役割は果たされるのであるの

ところで、実生活托なけるコミュニケ白ションは verbaユ con七ext . llOn-VθrbaヱcontBxじ

にないて左され、発話者の non-verba工 con1じex-c・ verbaユ con1じext を受話者は自己のコー

ド陀照らしあわせて意味化しなければならず、その上、辞事的意味からだけで発話者の発言内容、

意邑]をとらえるわけにはいかず、 verba工 con七ex七VCconnota七ion を加味して意味化しなけ

ればなら左いのであるのそれは先述の画家・民族・文化等のコンテクストから人間関係-パーソナ

りティのそれ(ζさかのぼって把握しなげれ(ぜならないものであろう O すなわち、コミュニクーショ

ン児ないては、単なるメッセ日ジのやDとDだけでは説明のつかぬ ζ とがそれが入品行動であると

iハうことのゆえに生まれるのであるのそのプロセスの被雑さは単氏 verbaユ co日七ext. conno-

七a七工onのレベノレ(lCJ託ける発話#受話の過程をモデル化した下図によっても了解できょう。

-29-
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i一一一子解釈意図一一一一一→表現意図

発話者があゐ表域内容の世界を構築したとき、それは文章化として第三者Kも把握可能左 verbaユ

con七ex七の世界と、その世界のみで意味化したら、その表現意図をつかめぬことすらある con-

no七a七ionとK分けられゐo connota七ionでのみのコミュニクーションも可能左のである。それ

は発品者・受話者のパ』ゾナリティ・人間関係、児強く規定されるが、こ ζで位、単児発話者・受話者

の生活動説・コ目ト宇陀よるものとするのコードはその主体の語lハ上・文法上・語感上の世界であD、

他人のそれとは一致することのな Wその主体独自のものであるの受話者は普通の会詰形態では表現

された世界を conno七ationを含めて瞬時に把握するが、ひとたび人間関係がある特殊なものにな

ると、 a→ぷへの解釈と a→ bの連結、 b→ dの解釈と aF一歩bfのよ妥結へとフィードパックする過程

が存する上K、 C→ Jの non刊 erbaユconヒextの解釈もあp、さら托次氏自己の予想しうる言

語行動とのフィードバックのゆえVC!l寺間を要することは日常生活にないでよく経験することでbるの

coniじext of speaker.、なよび、 con七ext of ユis七θnerOコ相違は人間の宿命であるKして

も、コミュニク目トするため托は相当の努刀が必要であD、そこから教育約左働きかけによ Dコミ

ュニク』 γ ョン能力の伸長が期待されうるわけである(~

結論的K記すならば、音声言語行動はさまざまな背景の con七ex七を前提托しているのであp、

ぞれは言語行動者の言語行動を説定すること氏?をののそこで、その背景を根底となる contextを

1次的水準、それを前提Kする con七extを 2次的水準というよう VC;想定していく在らば、下図の

5つの水準が示されるであろうの (con七ex七は ζの陸lliLないて c.とl唱す)

1次的水準 c. of cuユture . nation ・ socia工 age

2次的水準 c. of personali ty 

5次的水準 C. of human-reユations

4次的水準 C. of si七ua七ion (physicaユcon -cext) 

5次的水準 verbaユcon text， non四 verba工 contex七

すゐと、発話内容は 5次的水準の上にないて意味化された世界というととになる。 2次的水準か

ら4次tjJg水準は一般的liLr発話はコンテクストの中で理解されるの Jといわれる意味での COn七位七
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を細分化したものでゆええさととでは左いのつま夕、 2

次的水準の背景を在すのであるのすると、 よる

5次的水準の、 5次的水準l'i4 

t':t 4次的オく斗阜のみを取タ出

したもので 1次"-'3次的水準の背京は在¥;'¥physicaユな context of si 七ua.じionであ D、同じ

く氏の説く「場jは 1次"-'3次的水準を管長とした con七ext of si七uむtionと把握できるの全ち

るのしたがって、 contextが単Kコンテクストとだ(ヴ記され、 cont創立七ualj.忽@ されるものを

示してい左い場合は、 1次，，-， 4次的水準を含む contex七と了解レてはぽ関連いはえさそうであるの

それは悶部氏の定位 Oの広い意味でのコンテクストであ夕、同じく民の定位a、 b(ゴ:5次13ぢ水泳の

con七ex七を規制するものであろうの

IV CONTEXTと具体的音声言語行勧

i亘の定位を前提托して具体的1t音声言語行動について検討すゐ()

読書Fてないて著者の表説内容をあ bわす文字化された contextと読者の contex:tとの相泣;は

しばしば複合効果をもたらすがペオLも著者の contex七と読も勺コ co川 extとの川叡ζ気づく似点わみ丹、財去、自己

の con七ex七を意識していなv.0三少の読者・(疋ないても、著者の con七ex七が自己の contex"tの変

谷氏;請がることは綬域的K明らかであるのそして、時i首j的経過を重ね、 なってく

ると、だん?でん自己の con七ex七を意識化しはじめ、若者の contex七との出存在が議撃の]1多態、氏む

いてあらわれてくる O そのことは音声言語形成の発達過私vC::b~凶て、伯人とは違う、 l~ らの存在を

強烈民意識したときに話し手の con七ex七陀気づくこと K相似するの文字古語托沿γするそンタージ

ュも、また、音声言語生活になげる引用話と相似するが、後者の;場合はそれは受話 J留に対して絶大

な効果を発躍するのたとえば、発話者仏)が受話者但)(rc対し、 Bとラボート i州系Kある者(c)が、 Bの

ことを・・・と詰していたと詰すとすると、 Bにとって、その真偽を侃:かめる手段がえい場合、致命

的在痛手を負うことすらあ夕、また、あるいはその逆の場合も考えられるのであるの Cが泊した事

実が花い児もかかわらず、 Aがそのような発誌をすゐとすれば、それは Aのパーソナリティと点坑

怠I，%iVC根さすものであるのさら氏、事実そういう訴があった場合、 Aという主体のj坪釈芯tI五i-云挽

意l遺児よ.!?Cの表;批p守谷は屈折されて BVC伝わることになゐ() AとCが共有した contextをB(r:"J:

推測による外は設定しえず、それがために Aの言を疑問を抱きながらもそのまま受けとるという事

態も起 ζ るのであゐ。 ぞれゆえ、引用詰の出ゐ茨城内容にないては受託1右は発言.~者の意図(ζ焦点を

合わして解釈した方が後顧の憂をよタ少からしbゐ受容行劫となるう。つ壬刀、引j右話は cont8xt

化された世界を発言舌者のノごーソナワティ・人間設j係官手がか Dにして把握しなけれ:ま花らぬのであ

る。ぞれは越本的には「刻限Jによる却未と「場面j による意味との弁月iJの力氏求めら:凡ょう。「刻I~J~て

よる滋味は音韻の連左.!?(，疋よ P構築される言語世界と、ある「場面Jl!iζ;かいて弘せられた音声の速

なタ托よる;意味世界とではずれが認められるのそのことはuIVCなげる 1?~欠 "-'3 次的:-Jく準を背景とし

た contex七 of si七ua七ionVCよるものであp、戸湯闘による意味は音韻の述左 Pによって発話さ

れた具体的音声が、辞書K記述されえない conno七a七ion，つま夕、アクセント・イントネ}ショ

ン・ストレス・ポーズ・プロミネンス等によ P付与されたニュアンス児負うことが多い。それは閥

-31ー



面JVL規定されるが、その「場面jをどのよう K把握しているかの発話・受話者の心理的左陽直j

k依存しているのであゐ。

発話・受話者が初対留で相手の属性を把握しえなく、 5次的水準の con-C8x七 of human-rela-

七ion が左い場合、発話者・受話者の構築する言語世界・意味世界は広v:.~味での共通コートーで

ある辞書的意味K近いものであろうの 1次'"'-'5次的水準の con七extを共有する発話者・受話者の

con七ext of si-tuationVCl討ナる「あなたはばかねの J 1うそをつけ!J等のことばは、その

contex七 of sユtuationVLないてのみ正当在意味世界が把握できるのであるのその con七ex七

of si七1ユa-cion VC途中から加わった第三者が con七ext of si七ua七ionをと D違えることは一

般児認められゐ現象であるの

V 場面の格j式要素

1次的水準から 5次的水準を背完全になく;場面(ベこないてなされる音声言語のコミュニク H ション活

動に対する「場面Jの;構成要函の干渉は、 1次的水準{吃なける con七extを共有しない場合の異言

語・異国民どなしのコミュニク山ション托なげるよ Dも、少ないと言える。しかしながら、同言語

同国民の場合でも 2次的水準・ 5次的水準からの干渉は明らかであるのぞζで、 1(_欠的水準から 5

次Ij!;;水準K砕げる contθx七を背景にした「場由Jをその構成長素という点K視点をなさ分析する

ととは、効率音声言語行動を志向する上で不可欠の ζ とでるろうの

1)場面」の構成要素としては、ヰ桂子の地位・自分の地位・話し(ζ出てくる第三者の地位、相手・

段:J:]6・ー事情・文!氏、場所乃至客観的情説(を構成すゐもの) ~ ( )内筆者〉等の見解がbゐ。本

論托沿いては、 I高橋・永野氏の場面論を把握した上で、 「場面Jを時校時士の見解に近いものとし

て想定したので、両橋兵の方法論VL着服して、音声言語行動の主体とその主体をと Pまく外界とK

bてて「場面」の構成要凶を検討する。最右は「場面」を主体の心理変化の線条性から訟こ

ゐ主体の 1:場[函J把握の変化を念頭に壮き、 [場面」 推移せ次のようにとらえたいの

第 1次的場面

↓ 

~2 次的場 IÎIi

↓ 

結 5次IjtgJ場面‘

↓ 

第ロ次的場面

議1次的場面は環境ないしは吻理的情Deといえるものよ虫構成されるが、

それは主体の意識のうちで把握されてはじめて怠味をもヲ言語 2次的場面の素

材とも言える()ヲま D、第 1次的;場面は、両橋氏の[場面J(1[近いものであ

ゐが、それは訴さ~ 2次治場li-riの土台となるもので、それのみでは coniじex七を

形成しえないものでさうるのその 1次的場面K音声言語行動をなす我・汝等の

主体がはいること Kよって context of s工七はationが碓立するのであるの

それは訪の展開に従っておj々 変化し“ていくのであ p、その把握の結呆在され

る苦戸言語行動の変化と結ひヲくのであるのその変化は音声言語場国陀なけ

ゐ音声言語泊勤VC対Jじして進展するのである。 以上のことから、音声言語行

動の主体Kとってl瓦接的な干渉をなす安函とi詞接的立干渉をなす安闘が暗示されようのつま p、主

体にと~ 1-場面Jの変化を左右すゐ存在の相手や謡の円谷がその直接的1z.裂l剥でる夕、柑子・詰の

内容を捨象してしまった外界が間接的なものであろう。第 1次の「場面JVCなける客蹴的な柑子と
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いう存在、なよび外界と話 2次り「場面J(i(なけゐ主体の玄戒の中で解釈された相子は個々の主体

に より認知代差誌があ夕、ーその主鋭的認知の前提をi訪問の構成委宗と五ぶたらば、自己意識・相手

121議・外界意識・話題立教の 4つ比大まか(之分げられよう n r場面Jはそれぞれの要素が相互児関

連しるって成 D立ってい、その背景κは 1次的水、辛から 3iA的水場の con"G8 X七がちることは言つ

までもない。それは、ななよそ、それぞれ、音戸言ι行動の主体:が音声言語行動場:吾氏はいら左い

前の身体的・心注的状態であ夕、その状況の中K:p'"ける我と汝との身分的・教義的享の差異ーであタ

また状況の音や色のレベルでb夕、話題が臼常的思考で事.Ji:!)ゐものか等の;意識で bると言える。

その構成要議を支えるものは次のよう K考えられゐ。

自己立識・・・・・次の行動一予定とのかねるい・気分等(身体的心型的状態〉

相手怠識..・・・身分関係・対立fk-姿勢・容姿・態度・視点 .H反装主事長

品槌芯:識・・・・・その話題oζ対する興味の度合い

外界芯:識・・・・・温度・色彩・ i謡音・ :1わDの人

この 4つの要素がからみるって「場面J(てよることばの意味化が左されるが、それ以前に根本的左

ζ とはli1Kなげる 1次的水準から 5次的水準を背京として「場面」は成夕立ち、そしろ con七8X七に

よっては芯般の形怒も異在ってくるでるろうということであるの

Vl 学校教背任なける「場面j への示唆

これまでの侠討をふまえて、示唆される問題を端的K記し、その考察は位 EIR叫すること托するの

ω 教授者の言語コンテクストと学習者のそれとのギャップを、よタ望ましき教育的志向i:!t界を白

ざすため氏、どのようκ把握したら、その ζ とによる幣菩をなくする方向が見いだせるかの

(2) 教授=手:営過程(i(なけゐロジック関係・ニュアンス関係のコミュニケーションはどのよう左質

また剖合のもとで、その教育的効果を最大阪に発揮できるのかの

〈る〉 教授 1::11:崇の達成を志向する教授者はとう然、 con七ext of s工tua七ionをお(奇的(疋護えねば

なりぬが、共体的(ιイIJJをどうすれはいいのかo ~ c on七ex七 of si七ua七ionをよ!)educa -

tiona 1 c 011"tθxtにするため児教授者はどの£うな万策を持つべきかの〉

④ ~~校内の教夜者集邑j(r(教育的志向世界を目ざすという con じ ex七が与え笑K認められるのかo ま

た、どのぶつな con じ ex じを目ざすべきかのそれによって教授者IfC0i~せられる訟，垣は伺かの

。教授者と学習者のラポ日ト i詞係もあゐ意味でコンテクストと言えるが、その椛茶・崩壊Kはど

んな垣l剥があげられるか。

{rJ 

n;¥.¥ 

なけゐ f場面Jを考怒し、さらに具体的言語生活になける問題Kついて触れたが

ζのことは音声言語教育を考えゐ在らば不可避の作莱で‘あると考えゐ。しかし;在がら con七ex七概

念を使った ζ とは、筆者の浅学ゆえにj芭わぬ誤Dがあるのではないかと懸念している。先学の御批

判をいただけたら幸いであるの
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